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会社は、７月末に鳥飼車両基地内の大阪修繕車両所に設置された組合掲示板に

ついて、8月から組合員が一人になるので撤去することを組合へ通知してきまし

た。

これは職場における組合活動の妨害であり、労働運動の破壊を狙った不当な撤

去です。私たち東海労は職場の労働条件の改善の取り組みや、社員が犠牲となる

リニア建設に反対する主張をしています。そういった声や主張を情報、ビラにして

他労組の組合員へ広げてきました。

職場での組合活動は憲法でも保障されていますし、そのための掲示板の便宜供

与も労働協約で定められています。現在でも東海労の主張に賛同する声や、多く

の悩みや相談も寄せられています。会社は、東海労の主張に耳を傾ける社員が拡

大してることに危機感を抱き、組合員が一人になることを理由にして組合掲示板

を撤去しようとしているのです。会社のこうした労働組合の正当な活動を妨害する

行為は不当労働行為です。

会社は苦情処理会議も開催せず！
地本は直ちに抗議し、不当撤去される前に苦情申告をしましたが、「掲示板の撤

去については、集団的労使関係に属する話であり個別的労使関係における協約の

適用解釈を巡る苦情処理制度のなかでは、取り扱う事が適切ではない。以上を踏

まえて、今回の申告された苦情については、苦情処理会議を開催しない事とした

い。」との回答で苦情処理会議さえも開催しようとはしませんでした。

困っている労働者の声に耳を傾けるのはＪＲ東海労だけだ！
私たちは組合掲示板の撤去を許さず、今後も職場の労働条件の改善や、困って

いる労働者の声に耳を傾け共に闘っていきます。


